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研究分野：医師薬学 
科研費の分科・細目：看護学・臨床看護学 
キーワード：リンパ浮腫、セルフケア、映像、支援システム 
 
１．研究計画の概要 
（１）ﾘﾝﾊﾟ浮腫ｾﾙﾌｹｱ・ｾﾙﾌｹｱ支援の現状を調
査し、その結果から支援ﾏﾆｭｱﾙを作成する。 
（２）ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ電話を用いたﾘﾝﾊﾟ浮腫ｾﾙﾌ
ｹｱ支援ｼｽﾃﾑを構築する 
２．研究の進捗状況 
（１）2008～2009年度にﾘﾝﾊﾟ浮腫ｾﾙﾌｹｱおよ
びｾﾙﾌｹｱ支援の現状について実態調査を行い
以下の結果を得た。 
①ｹｱを継続的に実施できている患者は非常
に少ない 
②ｾﾙﾌｹｱが継続できている患者は継続できて
いない患者に比べ有意に、ﾘﾝﾊﾟ浮腫ｹｱ専門家
の支援を受けている 
③ﾘﾝﾊﾟ浮腫ｹｱ専門家のｹｱを受けていない患
者は受けている患者に比べ有意に、ｾﾙﾌｹｱに
ついて否定的ｲﾒｰｼﾞを持っている 
④リンパ浮腫を持つ患者の多くは、ｾﾙﾌｹｱを
行う中で細かな疑問がわいてもﾀｲﾑﾘｰに尋ね
ることができないため勝手な判断で処理し
てしまっていたり、皮膚の傷・発疹・乾燥等
に不安を抱きつつも安易に対処している 
これらの結果を踏まえ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ電話を
活用したｾﾙﾌｹｱ支援ﾏﾆｭｱﾙを作成した。 
（２）2009年～2010年度にかけて、支援ﾏﾆ
ｭｱﾙに沿ったﾌﾟﾚﾃｽﾄを 3 名に実施したが、そ
の後ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ電話を使用できる協力者が
予想外に得られないことが発覚。携帯電話の
画像送信機能を活用した支援に方向転換し、
支援を開始している。 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
2010年初期の段階でｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ電話を使用
できる協力者が予想外に得られないことが
発覚。急ぎ再度倫理審査を受けた上で、AU

に協力を依頼し、携帯電話の画像送信機能を
活用した支援に方向転換した。現在、協力者
数は着実に増加し、携帯電話を活用したｾﾙﾌｹ
ｱ支援を展開。協力者からは良好な評価を得
ている。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ電話に比べ、画像鮮明
度は劣るものの、携帯電話の簡便性・利便性
は非常に高く、携帯電話の活用に方向転換し
たことは、むしろ効果的であった。 
４．今後の研究の推進方策 
2011年度は、携帯電話の画像機能を活用し、
ｾﾙﾌｹｱ支援ﾏﾆｭｱﾙに沿って支援を展開。支援シ
ステムの評価にあたっては、ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ・超
音波ｴｺｰ・心理尺度等の量的にデータに加え、
協力者の語りより質的データも収集し、分析
する予定である。 
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